SURGICAL REPORT

Patient's name: 








Diagnosis for surgery: 左脛腓骨骨折

Surgical procedure: 骨折観血的手術（髄内釘）

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants:

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 

Blood loss: g



Blood transfusion: 


Fluid transfusion: ml


Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

　患者を腰椎麻酔下に仰臥位として左下肢をアルコールガーゼで清拭後、イソジンで充分に消毒して手術を開始した。#10の円刃で膝蓋腱の内側縁上に約5cmの縦切開を加えた。皮下を鋭的に切開しparapatellar retinaculumを剖出した。尖刃で開窓してメーヨー剪刀を用いて切離した。膝蓋腱およびfat padを外側に避けて脛骨粗面と関節裂隙の位置を確かめた。関節裂隙直下の脛骨刺入部の骨膜を電気メスで剥離した。curved awlを用いて開口した。ガイドロッドを挿入して透視下に経皮的な整復鉗子を用いて骨折部の整復を行った。ガイドロッドを足関節の5mm手前まで挿入した。透視下に正面、側面ともに末梢骨片にロッドが挿入されていることを確認した。8.0mmからリーミングを開始した。0.5mmずつ抵抗を感じながら髄腔の拡大形成を行った。径10.0mmを目標として11.5mmまでリーミングを行った。ネイルの長さを計測すると28.5cmが至適サイズであった。髄内を18Fr.のストマックチューブを用いて生食1000mlで洗浄した。プロキシマルガイドをネイルに装着してハンマーでネイルを挿入した。上前腸骨棘〜膝蓋骨〜第２中足骨で下肢のアライメントを確認した。ネイルが遠位骨片内に2〜3cm入った時点で、ネイルガイドロッドを抜去した。ネイル遠位端が足関節の5mm手前に到達した時点で打ち込みを終了した。

　透視下にネイルの遠位のスクリューホールが真円になる位置にイメージインテンシファイアのアームを固定した。下腿前方に尖刃で約1cmの皮切を加えた。モスキート鉗子で皮下を鈍的に剥離して脛骨に到達した。キリでスクリュー刺入部の皮質骨に取掛りを付けた。3.8mmのラデイオルーセントドリルを用いてドリリングした。4.5mm cortical screw 40mmを刺入した。同様にしてもう内側から2本40mm, 50mmのscrewを刺入した。ジグにスライドハンマーを取り付けて叩打して骨折部に圧迫力を加えた。

脛骨近位内側に尖刃で約1cmの皮切を加えた。皮下を鈍的に剥離して脛骨に到達した。プロキシマルガイドを締め直して4.2mmでドリリングを行った。径5.5mm cortical screw 45mm,  45mm, 40mmを中枢から順に刺入した。ネイル先端に15mmのプロキシマルエンドキャップを挿入した。術野を生食1000mlで洗浄した。parapatellar retinaculumを2-0 バイクリルで、皮下を2-0・3-0 バイクリルで縫合し、皮膚をステープラーで閉創して手術を終了した。

術後単純X線像で骨折部の整復位が良好であることを確認した。四肢の循環に異常がないことを確認して手術室を退室した。

用いた内固定材料

日本MDM: VERSA NAIL; 径10mm/28.5cm
